
シリーズ学生記者が行く－広尾Walking 2018－ 

「 チェコセンター東京 」 

 広尾駅から徒歩10分、大きなチェコ共和国の国旗が

目印のチェコ大使館の敷地内にあるのが、今回紹介す

る「チェコセンター東京」です。チェコセンター東京で

は、チェコに関する展示や映画の上映会、音楽コンサ

ート、また週２回のチェコ語講座などチェコ文化の普及

活動を行っています。この取材の際も展覧会が行わ

れており、版画などで作品制作を行うグラフィックアー

ティストのヤン・ヴィチャルの展覧会『どこに、どこに世

界の涙はあるのか？』を拝見しました。 

 今回はおもにPRとマーケティングを担当していらっ

しゃるヤクブ・ヴァーレクさんにお話しを伺いました。

ヤクブさんに広尾について伺うと、「私は広尾が好きです。広尾商店街は居心地が良いです。」と笑顔で答えてく

ださいました。ヤクブさんは、大学時代に日本語を専攻し、日本に1年間留学しました。大学卒業後、チェコの翻

訳会社に就職し、在日大使館内のチェコ投資開発庁で3カ月のインターンシップに参加されました。その当時、日

本語を使う仕事を探していて、現在のご職業に出会ったそうです。ヤクブさんは、「夢のような職業だと思いま

す。日本人にチェコについて紹介することができて、非常に嬉しいです。」と語ってくださいました。 

 ちなみに、チェコはスメタナやドヴォルザークなど、有名な作曲家を輩出し

たため、日本では特にチェコのクラシック音楽が人気です。しかしながら、

チェコも日本も互いに知る術が少なく、チェコセンター東京がある広尾周辺

に住む人々であっても、その普及活動はあまり知られていないようです。

ヤクブさんはそれを課題とし、「掲示板で情報を発信し、多くの方々にチェ

コセンターの活動を知ってもらうことで、広尾との交流・親睦を深めたいと

思っています。さらに、チェコセンター周辺にお住まいの方だけでなく、広

尾にお住いの多くの方々にチェコセンターを訪れていただきたいです。」と

おっしゃっていました。 

 チェコスロヴァキアの建国から今年で100周年を迎えます。是非この機会に

チェコセンター東京に足を運んでみてはいかがでしょうか。 

チェコセンターのHPはこちら http://tokyo.czechcentres.cz/ 
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